
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
三
十
四
号

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
国
土
交
通
省
関
係
規
定

の
施
行
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
四
十
号
）
第
三
条
第
一
項
第
五
号
、
第
百
三
十
五
条
及
び
第
百
三
十
七
条
並
び
に
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
五
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
水
道
事
業
に
類
す
る
事
業
）

第
一
条
　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
水
道
事
業
に
類
す
る
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
一
般
の
需
要
に
応

じ
て
、
給
水
人
口
が
五
十
人
以
上
百
人
以
下
で
あ
る
水
道
（
水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
を
い
う
。
）
に
よ
り
水
を
供
給
す
る
事
業
と
す
る
。

（
補
助
の
対
象
と
な
る
都
市
施
設
）

第
一
条
の
二
　
法
第
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
都
市
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
道
路
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
九
号
並
び

に
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
三
第
一
号
に
掲
げ
る
施
設
を
含

む
。
）
の
う
ち
、
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
供
用
開
始
の
公
示
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
（
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
告
示
の
あ
っ
た
も
の
及
び
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十

九
号
）
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
、
地
方
公
共
団
体
又
は
土
地
区

画
整
理
組
合
が
管
理
す
る
も
の

二
　
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
施
設
で
道
路
と
鉄
道

と
を
立
体
交
差
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
同
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
終
了
し
て
い
な
い
も
の

で
、
地
方
公
共
団
体
（
同
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
土
地
区

画
整
理
組
合
が
管
理
す
る
も
の

三
　
駅
前
広
場
並
び
に
一
般
公
共
の
用
に
供
さ
れ
る
自
動
車
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車
場
及
び
鉄
道
を
横
断
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
通
路
の
う
ち
、
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
も
の
（
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負

担
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
百
七
号
）
第
一
条
第
七
号
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

四
　
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
三
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設
（
国
土
交

通
大
臣
の
指
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一

項
第
一
号
に
掲
げ
る
公
園
若
し
く
は
緑
地
に
設
け
ら
れ
、
又
は
都
市
計
画
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
都
市
計
画
区
域
内
の
同
法
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
施
設
に
設
け
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
地
方
公

共
団
体
が
管
理
す
る
も
の
（
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
施
行
令
第
一
条
第
十
二
号
に
定
め

る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

五
　
都
市
計
画
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
る
排
水
施
設
の
う
ち
、
地
方
公
共

団
体
が
管
理
す
る
も
の

（
資
金
の
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
特
定
用
途
港
湾
施
設
）

第
二
条
　
法
第
百
三
十
五
条
の
特
定
用
途
港
湾
施
設
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
と
す
る
。

一
　
岸
壁

二
　
岸
壁
に
係
留
さ
れ
る
自
動
車
航
送
船
に
係
る
積
込
み
又
は
取
卸
し
を
す
る
自
動
車
を
待
機
さ
せ
又
は
整
理
す

る
た
め
の
固
定
的
な
施
設

三
　
岸
壁
に
係
留
さ
れ
る
自
動
車
航
送
船
に
係
る
固
定
的
な
旅
客
施
設

四
　
岸
壁
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
前
二
号
の
施
設
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
臨
港
交
通
施
設

五
　
前
各
号
の
施
設
の
敷
地

（
港
湾
法
施
行
令
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
の
読
替
え
）

第
三
条
　
法
第
百
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
港
湾
法
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規

定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
五
条
第
一
項
第
五
号
中
「
特
定
用
途
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
及
び
管
理
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
用
途
港
湾
施
設
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法

律
の
国
土
交
通
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
三
十
四
号
）
第
二
条
各
号
に

掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
次
条
第
六
号
及
び
第
七
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
災
害
復
旧
事
業
（
東
日
本
大
震
災
に

対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
百
三
十
五

条
に
規
定
す
る
災
害
復
旧
事
業
を
い
う
。
次
条
第
六
号
、
第
七
号
イ
及
び
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
令

第
六
条
第
六
号
中
「
所
定
の
工
事
実
施
計
画
、
管
理
運
営
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
工
事

実
施
計
画
」
と
、
「
建
設
又
は
改
良
及
び
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
災
害
復
旧
事
業
」
と
、
同
条
第
七
号
イ
中
「
工

事
実
施
計
画
、
管
理
運
営
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
工
事
実
施
計
画
」
と
、
同
条
第
八
号

中
「
所
定
の
工
事
実
施
計
画
、
管
理
運
営
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
災
害
復
旧
事
業
に
関
す
る
工
事
実
施
計
画
」

と
、
「
第
二
条
各
号
に
定
め
る
要
件
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
災
害
復
旧
事
業
の
目
的
」
と
す
る
。

（
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
指
定
空
港
機
能
施
設
事
業
者
の
基
準
）

第
四
条
　
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
そ
の
資
力
の
み
に
よ
っ
て
は
当
該
災
害
復
旧
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
当
該
災
害
復
旧
工
事
に
関
し
、
そ
の
目
的
及
び
当
該
施
設
の
存
す
る
空
港
の
災
害
復
旧
工
事
の
計
画
に
適
合

す
る
工
事
実
施
計
画
並
び
に
当
該
工
事
実
施
計
画
を
実
施
す
る
た
め
適
切
な
資
金
計
画
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

（
資
金
の
貸
付
け
の
対
象
と
な
る
空
港
利
便
施
設
）

第
五
条
　
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
務
所

二
　
休
憩
施
設

三
　
送
迎
施
設

四
　
見
学
施
設

（
指
定
空
港
機
能
施
設
事
業
者
の
災
害
復
旧
工
事
に
係
る
特
定
県
に
対
す
る
貸
付
金
の
金
額
）

第
六
条
　
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
当
該
災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資

金
と
し
て
特
定
県
（
法
第
百
三
十
六
条
に
規
定
す
る
特
定
県
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
す
る
同
項
の
貸
付
け
及

び
当
該
貸
付
け
を
受
け
る
者
に
対
し
て
特
定
県
そ
の
他
の
者
が
す
る
出
資
の
合
計
額
の
十
分
の
八
以
内
の
金
額
と

す
る
。

（
指
定
空
港
機
能
施
設
事
業
者
の
災
害
復
旧
工
事
に
係
る
国
の
貸
付
金
に
関
す
る
貸
付
け
の
条
件
の
基
準
）

第
七
条
　
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
国
の
貸
付
金
に
関
す
る
貸
付
け
の
条
件
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
貸
付
金
の
償
還
は
、
均
等
年
賦
償
還
と
す
る
こ
と
。

二
　
国
は
、
貸
付
金
に
係
る
特
定
県
の
貸
付
金
に
関
し
、
次
条
第
二
号
及
び
第
三
号
の
基
準
に
よ
り
特
定
県
が
償

還
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
並
び
に
当
該
貸
付
け
を
受
け
る
者
が
繰
上
償
還
を
し
た
場
合
に

は
、
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
　
特
定
県
は
、
貸
付
金
に
係
る
特
定
県
の
貸
付
金
に
関
す
る
経
理
を
明
確
に
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
す
る
こ
と
。

四
　
特
定
県
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
き
次
条
第
六
号
の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
あ
ら

か
じ
め
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
条
第
七
号
の
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は

あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
　
特
定
県
は
、
貸
付
金
に
係
る
特
定
県
の
貸
付
け
を
受
け
る
者
が
適
切
に
当
該
災
害
復
旧
工
事
を
行
う
よ
う
特

定
県
の
貸
付
金
に
関
す
る
貸
付
け
の
条
件
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
特
定
県
が
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
国
の
貸
付
け
に
係
る
特
定
県
の
貸
付
け
を
受
け
る
者
に
対
し
そ
の
貸
付

金
の
全
部
又
は
一
部
の
償
還
期
限
を
延
長
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
そ
の
延
長
に
つ
い
て
災
害
そ

の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
償
還
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
た
め
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、
国
及
び
特

定
県
は
、
当
該
貸
付
金
に
係
る
国
の
貸
付
金
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
担
保
の
提
供
を
せ
ず
、
か
つ
、
利
息

を
付
さ
な
い
で
、
償
還
期
限
を
延
長
す
る
よ
う
貸
付
け
の
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

1



（
指
定
空
港
機
能
施
設
事
業
者
の
災
害
復
旧
工
事
に
係
る
特
定
県
の
貸
付
金
に
関
す
る
貸
付
け
の
条
件
の
基
準
）

第
八
条
　
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
国
の
貸
付
け
に
係
る
特
定
県
の
貸
付
金
に
関
す
る
貸
付
け
の
条
件
の
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
貸
付
金
の
償
還
は
、
均
等
年
賦
償
還
と
す
る
こ
と
。

二
　
特
定
県
は
、
貸
付
け
を
受
け
る
者
が
貸
付
金
を
貸
付
け
の
目
的
以
外
の
目
的
に
使
用
し
た
場
合
そ
の
他
貸
付

け
の
条
件
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
貸
付
金
（
償
還
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
全
部
又
は

一
部
に
つ
い
て
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
　
特
定
県
は
、
対
象
施
設
（
貸
付
け
に
係
る
災
害
復
旧
工
事
の
対
象
と
な
る
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
運
営
に
係
る
損
益
の
計
算
に
お
い
て
利
益
が
生
じ
た
場
合
に
そ
の
額
が
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
対
象
施
設
の
価
額
に
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
超

え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
額
の
二
分
の
一
の
範
囲
内
の
金
額
に
つ
い
て
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四
　
特
定
県
は
、
貸
付
け
を
受
け
る
者
が
貸
付
金
の
償
還
を
怠
っ
た
と
き
は
、
償
還
期
限
の
翌
日
か
ら
償
還
の
日

ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
当
該
償
還
す
べ
き
金
額
に
つ
き
年
十
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
り
計
算
し
た
金

額
の
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
　
貸
付
け
を
受
け
る
者
は
、
災
害
復
旧
工
事
に
関
す
る
工
事
実
施
計
画
及
び
資
金
計
画
に
従
い
、
適
切
に
対
象

施
設
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

六
　
貸
付
け
を
受
け
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
特
定
県
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ
　
災
害
復
旧
工
事
に
関
す
る
工
事
実
施
計
画
又
は
資
金
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
。

ロ
　
対
象
施
設
の
供
用
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
こ
と
。

ハ
　
対
象
施
設
を
譲
渡
し
、
交
換
し
、
又
は
担
保
に
供
す
る
こ
と
。

七
　
貸
付
け
を
受
け
る
者
は
、
特
定
県
が
災
害
復
旧
工
事
に
関
す
る
工
事
実
施
計
画
又
は
資
金
計
画
に
つ
い
て
、

第
四
条
第
二
号
に
定
め
る
要
件
に
適
合
し
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
認
め
て
そ
の
変
更
を
指
示
し
た
と
き
は
、
そ

の
指
示
に
従
い
こ
れ
ら
の
計
画
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

八
　
貸
付
け
を
受
け
る
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
経
営
す
る
事
業
の
会
計
を
処
理

す
る
と
と
も
に
、
対
象
施
設
の
運
営
に
係
る
損
益
の
計
算
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

九
　
貸
付
け
を
受
け
る
者
は
、
国
又
は
特
定
県
が
、
貸
付
け
に
係
る
債
権
の
保
全
そ
の
他
貸
付
け
の
条
件
の
適
正

な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
、
貸
付
け
を
受
け
る
者
の
業
務
及
び
資
産
の
状
況
に
関
し
報
告
を

求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
貸
付
け
を
受
け
る
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類
そ

の
他
の
必
要
な
物
件
を
調
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
報
告
を
し
、
立
入
調

査
を
受
忍
し
、
又
は
質
問
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
加
算
金
）

第
九
条
　
特
定
県
は
、
法
第
百
三
十
七
条
第
二
項
の
加
算
金
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
加
算
金
を
課
す
べ
き

貸
付
金
の
範
囲
を
指
定
し
、
当
該
指
定
し
た
貸
付
金
を
貸
し
付
け
た
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
償
還
の
日
ま
で
の
日
数

に
応
じ
、
当
該
指
定
し
た
貸
付
金
の
金
額
に
つ
き
年
十
・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
加

算
金
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
指
定
し
た
貸
付
金
（
償
還
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
特
定
県
は
、
そ

の
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
　
法
第
百
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
県
が
国
に
納
付
す
べ
き
金
額
は
、
そ
の
徴
収
し
た
加
算
金

の
金
額
に
、
前
条
第
一
項
の
指
定
し
た
貸
付
金
の
貸
付
け
を
し
た
日
の
属
す
る
会
計
年
度
に
お
け
る
、
当
該
貸
付

け
を
受
け
る
者
に
係
る
法
第
百
三
十
七
条
第
一
項
の
国
の
貸
付
金
の
金
額
の
同
項
の
当
該
特
定
県
の
貸
付
金
の
金

額
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
。

２
　
特
定
県
は
、
前
項
の
金
額
を
そ
の
徴
収
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
国
に
納
付
す
る
も
の
と
す

る
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
政
令
第
三
三
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
一
月
二
〇
日
政
令
第
三
二
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
政
令
第
一
〇
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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